ばい煙発生施設　設置届等記載例
〔ボイラー（灯油・Ａ重油）の場合〕

（注意）本記載例はあくまで一例を示したものです。
実際に届出をされる際は、事前に届出先に御相談ください。

【届出部数】

　 ２部（届出者控えを含む）

【届出・問合せ先】

	工場・事業場の

所在市町村（※）
	届　出　・　問　合　せ　先

	
	名　　称
	所　在　地
	電 話 番 号

	鎌倉市・逗子市・

三浦市・葉山町
	横須賀三浦地域

県政総合センター環境部
	横須賀市日の出町

2-9-19
	046-823-0210（代表）

	厚木市・大和市・

海老名市・座間市・綾瀬市・愛川町・

清川村
	県央地域

県政総合センター環境部
	厚木市水引2-3-1
	046-224-1111（代表）

	茅ヶ崎市・秦野市・伊勢原市・寒川町・大磯町・二宮町
	湘南地域

県政総合センター環境部
	平塚市西八幡1-3-1
	0463-22-2711（代表）

	小田原市・南足柄市・

中井町・大井町・

松田町・山北町・

開成町・箱根町・

真鶴町・湯河原町
	県西地域

県政総合センター環境部
	小田原市荻窪350-1
	0465-32-8000（代表）


· ここに記載のない市（横浜市・川崎市・相模原市・横須賀市・平塚市・藤沢市）は、工場・事業場の所在市が届出・問合せ先となります。

令和３年２月　神奈川県大気水質課
様式第1

ばい煙発生施設設置(使用、変更)届出書

	　
	神奈川県知事
	　殿


2010年7月7日

	届出者　
	
	


　　大気汚染防止法第６条第１項(第７条第１項、第８条第１項)の規定により、ばい煙発生施設について、次のとおり届け出ます。

	工場又は事業場の名称
	Ｋプロダクツ株式会社

厚木センター
	※整理番号
	　

	工場又は事業場の所在地
	〒243-0004　神奈川県厚木市水引２－３－１
	※受理年月日
	年　　月　　日

	ばい煙発生施設の種類
	１項　ボイラー（２基）　
	※施設番号
	　

	ばい煙発生施設の構造
	別紙1のとおり。
	※審査結果
	　

	ばい煙発生施設の使用の方法
	別紙2のとおり。
	※備考
	　

	ばい煙の処理の方法
	別紙3のとおり。
	
	


　備考　１　ばい煙発生施設の種類の欄には、大気汚染防止法施行令別表第１に掲げる項番号及び名称を記載すること。

　　　　２　※印の欄には、記載しないこと。

　　　　３　変更届出の場合には、変更のある部分について、変更前及び変更後の内容を対照させること。

　　　　４　届出書及び別紙の用紙の大きさは、図面、表等やむを得ないものを除き、日本産業規格Ａ４とすること。

別紙１
ばい煙発生施設の構造

	　工場又は事業場における施設番号
	１号ボイラー
	２号ボイラー

	　名称及び型式
	小型貫流ボイラー

k-2000　
	ボイラーMP　

	　設置年月日
	年　　月　　日
	年　　月　　日

	　着手予定年月日
	2010年９月25日
	2010年９月25日

	　使用開始予定年月日
	2010年10月１日
	2010年10月１日

	規模
	伝熱面積(m2)
	　9.73
	　29.4

	
	燃料の燃焼能力

(重油換算L/h)
	　136.5 
	　67.6 

	
	原料の処理能力(t/h)
	　
	

	
	火格子面積又は羽口面断面積

(m2)
	　
	　

	
	変圧器の定格容量(kVA)
	　
	　

	
	触媒に付着する炭素の燃焼能力

(kg/h)
	　
	　

	
	焼却能力(kg/h)
	　
	　

	
	乾燥施設の容量(m3)
	　
	　

	
	電流容量(kA)
	　
	　

	
	ポンプの動力(kW)
	　
	

	
	合成・漂白・濃縮能力(kg/h)
	　
	　


　備考　1　設置届出の場合には着手予定年月日及び使用開始予定年月日の欄に、使用届出の場合には設置年月日の欄に、変更届出の場合には設置年月日、着手予定年月日及び使用開始予定年月日の欄に、それぞれ記載すること。

　　　　2　規模の欄には、大気汚染防止法施行令別表第１の中欄に掲げる施設の当該下欄に規定する項目について記載すること。

　　　　3　ばい煙発生施設の構造概要図を添付すること。概要図は、主要寸法を記入し、日本産業規格Ａ４の大きさに縮小したもの又は既存図面等を用いること。

　　各種燃料の重油換算（昭和46年８月25日付環大企第５号）
	　燃料の種類
	重油10㍑に相当する量（単位燃料あたりの重油の量）

	　　液体
	　　１０㍑　　（１㍑　　　　　　 重油１㍑）

	　　気体
	　　１６ｍ３ 　 （１ｍ３　　　　  　重油0.625㍑）

	　　固体
	　　１６㎏　　（１㎏　　　　　   重油0.625㍑）


　　注）ＬＰＧ（液化石油ガス）は、発熱量が高いため、空気で希釈し用いることがあります。その場合は、希釈後の体積により重油換算を行います。

別紙２
ばい煙発生施設の使用の方法

	工場又は事業場における施設番号
	１号ボイラー
	２号ボイラー

	使用状況
	１日の使用時間及び月使用日数等
	　　８時～17時

9時間／回１回／日20日／月
	　　８時～17時

9時間／回１回／日20日／月

	
	季節変動
	無　年間　（生産）
	有　11月～3月　（暖房）

	原材料

(ばい煙の発生に影響のあるものに限る。)
	種類
	　
	　

	
	使用割合
	　
	　

	
	原材料中の成分割合

(％)
	いおう分

カドミウム分
	鉛分

弗素分
	いおう分

カドミウム分
	鉛分

弗素分

	
	1日の使用量
	　
	　

	燃料又は電力
	種類
	灯油
	Ａ重油　

	
	燃料中の成分割合(％)
	灰分

0
	いおう分0.004
	窒素分

0.01
	灰分

0
	いおう分0.083
	窒素分

0.02

	
	発熱量
	36.7 MJ/L
	39.1 MJ/L

	
	通常の使用量
	最大 136.5 L/h 
通常  95.5 L/h
	最大 67.6 L/h 

	
	混焼割合
	専焼　
	専焼

	排出ガス量(m3/h)
	湿り
	最大 1669.5
	通常 1168.6
	最大 860
	通常　760

	
	乾き
	最大 1515.5
	通常 1060.9
	最大 781
	通常　700

	排出ガス温度(℃)
	　140
	　277

	排出ガス中の酸素濃度(％)
	　  4
	　9.6

	ばい煙の濃度
	ばいじん(g/m3)
	最大　0.1　通常  0.07
	最大 0.0038 通常 0.003

	
	いおう酸化物

(容量比ppm)
	最大  0.2　通常  0.2
	最大  44.0　通常  40.0

	
	カドミウム及びその化合物　　　　(mg/m3)
	最大　　　 通常
	最大　　　通常

	
	塩素(mg/m3)
	最大　　　 通常
	最大　　　通常

	
	塩化水素(mg/m3)
	最大　　　 通常
	最大　　　通常

	
	弗素、弗化水素及び弗化珪素　　　(mg/m3)
	最大　　　 通常
	最大　　　通常

	
	鉛及びその化合物

(mg/m3)
	最大　　　 通常
	最大　　　通常

	
	窒素酸化物

(容量比ppm)
	最大 40.5 通常 40.5
	最大　45　通常　40

	ばい煙量
	いおう酸化物

(m3/h)
	最大 0.0003　通常 0.0002
	最大 0.034 通常 0.028

	参考事項
	　備考の4を参照のこと


　備考　１　原材料中の成分割合(％)の欄及び燃料中の成分割合(％)の欄の記載にあたっては、重量比％又は容量比％の別を明らかにすること。
２ 排出ガス量及びばい煙量については、温度が零度であつて圧力が１気圧の状態（この項において「標準状態」という。）における量に、ばい煙の濃度については、標準状態における排出ガス１立方メートル中の量に、それぞれ換算したものとする。
　　　　３　ばい煙の濃度は、乾きガス中の濃度とすること。

　　　　４　ばい煙の濃度は、ばい煙処理施設がある場合は、処理後の濃度とすること。

　　　　５　参考事項の欄には、ばい煙の排出状況に著しい変動のある施設についての一工程中の排出量の変動の状況、窒素酸化物の発生抑制のために採っている方法等を記載するほか、ガスタービン、ディーゼル機関、ガス機関又はガソリン機関については、常用又は非常用(専ら非常時において用いられるものをいう。)の別を明らかにすること。
 

別紙３                         ばい煙の処理の方法

	ばい煙処理施設の工場又は事業場における施設番号
	１号煙突
	２号煙突

	処理に係るばい煙発生施設の工場又は事業場における施設番号
	１号ボイラー
	２号ボイラー

	ばい煙処理施設の種類、名称及び型式
	煙突
	煙突

	設置年月日
	年　　月　　日
	年　　月　　日

	着手予定年月日
	2010年９月25日
	2010年９月25日

	使用開始予定年月日
	2010年10月１日
	2010年10月１日

	処

理
	排出ガス量(m3/h)
	最大
	
	

	
	
	通常
	
	

	
	排出ガス温度(℃)
	処理前
	
	

	
	
	処理後
	
	

	
	ばい煙の濃度
	ばいじん

(g/m3)
	処理前
	
	

	
	
	
	処理後
	
	

	
	
	いおう酸化物

(容量比ppm)
	処理前
	
	

	
	
	
	処理後
	
	

	
	
	カドミウム及びその化合物     (mg/m3)
	処理前
	
	

	
	
	
	処理後
	
	

	
	
	塩素

(mg/m3)
	処理前
	
	

	
	
	
	処理後
	
	

	
	
	塩化水素

(mg/m3)
	処理前
	
	

	
	
	
	処理後
	
	

	
	
	弗素、弗化水素及び弗化珪素    (mg/m3)
	処理前
	
	

	
	
	
	処理後
	
	

	
	
	鉛及びその化合物

(mg/m3)
	処理前
	
	

	
	
	
	処理後
	
	

	
	
	窒素酸化物

(容量比ppm)
	処理前
	
	

	
	
	
	処理後
	
	

	能　　　　　　力
	ばい煙量
	いおう酸化物

(m3/h)
	最大
	処理前
	
	

	
	
	
	
	処理後
	
	

	
	
	
	通常
	処理前
	
	

	
	
	
	
	処理後
	
	

	
	捕集効率(％)
	ばいじん
	
	

	
	
	いおう酸化物
	　
	　

	
	
	カドミウム及びその化合物
	　
	　

	
	
	塩素
	　
	　

	
	
	塩化水素
	　
	　

	
	
	弗素、弗化水素及び弗化珪素
	　
	　

	
	
	鉛及びその化合物
	　
	　

	
	
	窒素酸化物
	　
	　

	使用

状況
	１日の使用時間及び月使用日数等
	　　８時～17時

9時間/回1回/日20日/月
	　　８時～17時

9時間/回1回/日20日/月

	
	季節変動
	無　年間　（生産）
	有　11月～3月　（暖房）

	排出口の実高さ　Ho(m)
	20　×1.7φ（笠無）
	17.0　×0.2φ（笠有）

	補正された排出口の高さ　He(m)
	20.6　
	17.0

	排出速度　(m/s)
	0.31
	15.33


　備考 １ 設置届出の場合には着手予定年月日及び使用開始予定年月日の欄に、使用届出の場合には設置年月日の欄に、変更届出の場合には設置年月日、着手予定年月日及び使用開始予定年月日の欄に、それぞれ記載すること。原材料中の成分割合（％）の欄及び燃料中の成分割合（％）の欄の記載にあたっては、重量比％又は容量比％の別を明らかにすること。

２ 排出ガス量及びばい煙量については、温度が零度であつて圧力が１気圧の状態（この項において「標準状態」という。）における量に、ばい煙の濃度については、標準状態における排出ガス１立方メートル中の量に、それぞれ換算したものとする。

３ ばい煙の濃度は、乾きガス中の濃度とすること。

４ 補正された排出口の高さHeは、大気汚染防止法施行規則第３条第１項の算式により算定すること。

５ ばい煙処理施設の構造図とその主要寸法を記載した概要図を添附すること。

添付書類一覧
	
	添付書類
	書類の説明　【指定様式】
	資料番号

	1
	参考事項
	【参考事項】（様式あり）
	１

	2
	案内図
	事業所の場所がわかる地図
	２－１

	3
	事業所の平面図
	対象施設、煙道、煙突を明記し、施設番号、施設名称、煙突番号を記載
	２－２

	4
	ばい煙の発生、ばい煙の処理に係る操業の系統の概要
	生産工程図（フローシート）など
	３－１

	5
	ばい煙発生施設の配置図、平面図、立面図
	対象施設を明記し、施設番号、施設名称を記載
	３－２

	6
	ばい煙発生施設の構造図、仕様書、カタログ等
	バーナーの燃焼能力、伝熱面積等が明示されているもの
	３－３

３－４

	7
	燃焼計算書
	不明の場合は、同一規模施設の測定結果
	４

	8
	NOx・ばいじんの最大値の保証書
	低NOxバーナーなどで最大値を保証する書類がある場合に提出
	―

	9
	原料及び燃料の成分等成績表
	組成、硫黄分、発熱量等
	５

	10
	拡散計算書
	【参考様式】(様式あり)
※原料及び燃料中の硫黄分がゼロの場合（ボイラーで燃料が都市ガス13A　等）は、拡散計算書の提出は不要です。
	６

	11
	煙道図
	対象施設から煙突までの煙道の図面。煙道内径の寸法、排出ガスの測定箇所を明記
	７－１

	12
	煙突の構造図
	地上からの高さ及び排出口の内径を明記
	７－２

	13
	ばい煙処理施設の配置図、平面図、立面図
	
	―

	14
	ばい煙処理施設の構造図、仕様書、カタログ等、ばい煙処理系統図
	ばい煙処理方法・性能等が分かる
	―

	15
	その他参考資料
	参考になる資料があれば必要に応じて提出
	８


参考事項（項目選定のものは、該当事項を○で囲んでください。）

	資本金
	　　　XXXX千　円
	従業員数
	XXX　人

	主要製品
	○○○○
	操業時間
	８時　～　１７時

	用途地域
	工業地域
	敷地面積
	　　　XXXX　　㎡

	
	
	建物面積
	    XXXXX 　　㎡

	付近見取図

（案内図）
	下記・別添のとおり
	電話番号

(緊急連絡用)
	046-XXX-XXXX

(本社守衛045-XXX-XXXX)

	担当部課係
	厚木センター

○○部○○課○○グループ
	担当者
	○○○○

	受理書送付先
	〒243-0004　神奈川県厚木市水引２－３－１　Ｋプロダクツ株式会社厚木センター　○○部○○課○○グループ

	他法令による許可・届出の状況（手続）
	生活環境保全条例
	　　　　　　　　　　2010年　７月　７日提出

不要・未了・完了

年　　月　　日許可・受理

	
	騒音規制法
	　　　　　　　　　　　　年　　月　　日提出

不要・未了・完了

年　　月　　日許可・受理

	
	水質汚濁防止法
	　　　　　　　　　　　　年　　月　　日提出

不要・未了・完了

年　　月　　日許可・受理

	付近見取図（案内図）
	　資料２－１参照




拡散計算書
[image: image1.emf]（K値 ）

最大湿り排出ガス量【Q'】 形状【選択】

排出ガス温度【x】 直径

排出ガス温度【T】(＝273＋x) （入力不要→）

排ガス速度【V】 断面積

※排ガス速度【V】の表示が「#DIV/0!」の場合

　　→　「排出口」の入力を確認

最大湿り排出ガス量（Nm

3

/h）

排出ガス温度（273＋x℃）

１　有効煙突高 【He】

 He =　　H

0

　+　0.65　(　Hm　+　Ht　)

Hmは、排ガス速度による煙の上昇高さ(m)

〔ただし、陣笠ありの場合は、He=Ho〕 Htは、排ガス温度による煙の上昇高さ(m)

(1)　Hmの計算

   QV   QV =

(2)　Htの計算

=

　( 陣笠なし )

※Heの計算（　0　）の場合 → 排出口の「最上部の陣笠の有無」を確認

 He =

※He= #VALUE! の場合  →「排出口」の入力を確認

２　いおう酸化物の排出基準 【q】

J = 3755.06

0.795

1+

Q (㎥/s) ＝

=

3600

 Hm =

V （m/s）＝

ばい煙

発生施設

工場・事業場内の施設番号

種類【選択】

3600

排ガス量【Q】

m/s

140

413

1669.5

×

=

Nm

3

/h

0.887

0.389

273

4.88

 Ht = 2.01×10

-3

×Q×(T-288)×(2.30LogJ+ 1/J -1)

(15℃の時)

q　(Nm

3　

/h )　=　K　× 10

-3　

He

2　

=

=

1000

K × He

2



※He= #N/A の場合

→入力漏れを確認

（ｑは、0℃1気圧の状態に換算した1時間当たりの排出量の基準）

)＋1

QV

(1460‐296×

0.033

2.58

Ｖ

0.309 2.269

11.5

　m

2

1.7



排

出

口

0.489

℃

K

円形

工場・

事業場

名称

市町村名【選択】

住所

Nm

3

/h

m

3

/s

  m



Kプロダクツ株式会社　厚木センター

1 ボイラー

1号ボイラー

厚木市

神奈川県厚木市水引２－３－１

m 20.598

273

288

×

Q'

1

T-288

V

(3)　Heの計算

×

排出口の断面積（m

2

）

1

　m

陣笠なし

20

実煙突高【Ho】

最上部の陣笠

の有無

【選択】


〒231-0021


神奈川県横浜市中区日本大通１


Ｋプロダクツ株式会社


代表取締役　神奈川太郎





氏名又は名称及び住所並びに法人にあつてはその代表者の氏名








届出の際の日付を記入





該当するものに○





法施行令別表第1に掲げる項番号・名称・基数





該当するものに○





メーカーカタログ・機器仕様書等から調べて、当該施設の種類・名称・型式を記入





届出日から60日以降の日付





工場等で付けている施設番号





最大：定格能力運転時


通常：通常運転時





ばいじん、NOx、廃棄物焼却炉のHClは標準酸素濃度で換算した値を記入





施設の使用の変動の有無、使用期間、（使用用途）





処理施設を設置している場合のみ記入





地上からの高さ、排出口の寸法及び笠の有無を記入





提出する資料に番号をふってください。


☆注意☆ここにふった資料番号はあくまで例です。





資料１





都市計画法により定められた用途地域を記入





資料６
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